




要約

 対象は、1988-1991年の 4年間の人口動態出生票、死産票の磁気テープより得られた 68、

118 個体の多胎出産資料である。  「人口動態統計」より得られた同じ年度出産の単胎と

比較した。単胎児は上記年度中に漸減傾向にあった。一方、多胎児は 1988 年の 1.29%よ

リ 1989 年 1.36%、1990 年 1.37%、1991 年にば 1.43%と漸増傾向にあった。多胎児出産の

割合はこの 4年間をみても経年的に年度毎に有意に増加していた。


